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１．はじめに 

白岩砂防堰堤は、常願寺川上流41.8km、通称立山カルデラの出口に築造された

大型砂防堰堤で、本堤高さ63ｍ及び副堤７基を含めた落差108ｍである。 

この砂防堰堤は、大正15年に初代立山砂防事務所長として着任した赤木正雄博

士により常願寺川砂防の基幹堰堤として計画され、厳しい施工条件の中で紆余曲

折を経て、昭和14年（1939）に竣工した現役の防災施設である。竣工直後より度

重なる土砂災害によって被災し、その度に補修及び補強対策を行ってきており、

現在のような構造に至っている。（写真１参照） 

白岩砂防堰堤は、近代土木遺産として選定されているほか、日本近代砂防の父

である赤木正雄博士が計画を立案したこと、コンクリートダムとフィルダムとの

複合的な構造を有すること等が評価され、平成11年（1999）６月に登録有形文化

財として登録された。 

昨年９月28日には、富山県が「立山・黒部 ～防災大国のモデル～」をコンセ

プトとした世界文化遺産登録の提案書を文化庁に提出している。文化庁による世

界文化遺産登録の審査基準では、登録範囲内に複数の国指定の文化財等を有する

必要があり、白岩砂防堰堤に新たに国重要文化財候補として注目を集めている。 

２．竣工後の補修・補強対策工事の履歴 

 白岩砂防堰堤の昭和14年～昭和53年度までの補修・補強対策の履歴を表１に示す。 
2.1 竣工時の構造と補強対策 

白岩砂防堰堤竣工時の構造は、本堤（非越流部を含む）、

導水堤（上流護岸）、県営砂防堰堤（第１副堤）、旧床固工

（第２副堤）、導水壁、方格枠（土留擁壁を含む）である。 
竣工直前から左岸斜面からの土砂流出に対し、左岸土堰

堤部分（地山として扱う意見もある）において、昭和 13
年度に上流護岸裏埋工事を開始し、竣工後の昭和 18 年度
まで施工した。この時に下流法面に鉄筋コンクリート柱を

四角形に組んだ方格枠を施工している。加えて、白岩砂防

堰堤の左岸部越流対策として当初計画にない松尾砂防堰堤

を昭和15年～昭和26年度にかけて施工した。 
2.2 終戦直後の補修・補強対策 

 戦時中、工事を中止していた期間に、昭和 19 年７月、
昭和20年６月及び10月の出水等によって、白岩砂防堰堤
は大きく破損していた。そのため、砂防専用軌道の復旧を

待って、昭和26年～昭和28年度にかけて大規模な補強工
事を実施した。本堤水通し張石の張替え、第２副堤下流側

のコンクリート腹付のほか、左岸上流側の築堤、第３副堤

及び第５副堤の新設とともに、方格枠の隣接斜面に白岩擁

壁2基を新設した。 
2.3 昭和34年～昭和42年度の補修・補強対策 

 昭和32年及び33年の豪雨により泥谷で土石流が発生し
たほか、水谷平でも大崩壊が発生した。さらに昭和 34 年
の豪雨によって土石流が発生した。そのため、補強対策と

して第４副堤を新設した。また、白岩砂防堰堤の上流側の

松尾砂防堰堤や有峰第１号砂防堰堤では災害復旧工事を施

工し、白岩砂防堰堤の左岸部越流対策を追加した。さらに

昭和39年の集中豪雨による災害のため、松尾砂防堰堤や有峰第１号砂防堰堤の補強対策工事を実施した。 
2.4 昭和44年災害復旧工事 

 昭和 44 年８月の集中豪雨によって、立山砂防事務所管内は水谷出張所が一時孤立するなど甚大な被害を受けた。白岩砂防

写真１ 白岩砂防堰堤全景 

表１ 白岩砂防堰堤の補修・補強工事の履歴 
西暦 立山カルデラ内の土砂流出等 白岩砂防えん堤の補強対策工事
1939 昭和 14 年 12月、白岩砂防えん堤竣工 白岩堰堤工事

白岩堰堤上流護岸裏埋工事
1940 昭和 15 年 白岩堰堤上流護岸裏埋工事
1941 昭和 16 年 白岩堰堤上流護岸裏埋工事
1942 昭和 17 年 白岩堰堤上流護岸裏埋工事
1943 昭和 18 年 白岩堰堤上流護岸裏埋工事
1951 昭和 26 年 白岩堰堤補強（白岩擁壁）工事

白岩堰堤補強（護岸工）工事
白岩堰堤補強(第１床固工)工事
白岩堰堤補強(第２床固工)工事
白岩堰堤補強（旧床固工）工事
白岩堰堤補強（水通張工）工事

1952 昭和 27 年 白岩堰堤補強築堤工事
1953 昭和 28 年 ９月、台風13号豪雨、水源一帯が崩 白岩堰堤補強（擁壁）工事
1956 昭和 31 年 白岩堰堤補強工事(第２床固)
1957 昭和 32 年 ７月、豪雨のため泥谷に土石流が発

生し、立山温泉一帯の雑木林埋没
1958 昭和 33 年 ７月、台風17号により泥谷土石流発

生。立山温泉まで押し寄せる。
白岩崩壊地山腹工事

1959 昭和 34 年 ７月、豪雨のため、鬼ケ城で崩壊が
発生し鬼ヶ城トンネル埋没。奥地作
業員300人の食糧輸送途絶

白岩堰堤災害復旧変更工事
白岩山腹工事
白岩隧道新設工事
白岩堰堤増補変更工事

1960 昭和 35 年 白岩隧道補強工事
白岩堰堤増補変更工事（変更）
白岩山腹工事

1961 昭和 39 年 ７月、集中豪雨により鳶山大崩壊
(290万m3)。泥谷砂防えん堤群、多枝
原谷床固群損壊

1961 昭和 40 年 ７月、多枝原谷土石流
９月、台風23・24号により多枝原谷
砂防えん堤群被災

1961 昭和 42 年 ７月、集中豪雨により多枝原谷外被
1969 昭和 44 年 ８月、集中豪雨により奥地工事全面

中止、立山温泉休業
1970 昭和 45 年 白岩堰堤災害復旧工事
1971 昭和 46 年 白岩堰堤災害復旧合併工事
1972 昭和 47 年 白岩砂防ダム災害復旧工事
1973 昭和 48 年 立山温泉閉鎖 白岩砂防ダム災害復旧（その１）合

併工事
白岩砂防ダム災害復旧工事
白岩砂防ダム災害復旧その２工事
白岩砂防ダムボーリング作業（白岩
砂防第１ダム）

1974 昭和 49 年 白岩インクライン完成 白岩砂防ダム補強工事
白岩６号砂防ダム副ダム工事
白岩砂防ダム管理橋工事

1974 昭和 50 年 白岩インクライン復旧始動 白岩砂防ダム補強工事
1976 昭和 51 年 白岩砂防ダム補強工事
1977 昭和 52 年 白岩砂防ダム補強工事
1978 昭和 53 年 白岩砂防ダム（第７副ダム）工事

施工年



堰堤は左岸部を土石流が越流し大きな被害を受けたため、昭和45年～昭和53年度にかけて災害復旧とともに大規模な補強対
策を施工した。本堤水通し張石の張替え、本堤及び導水堤（上流護岸）の嵩上げ、第１副堤～第５副堤の補修・補強対策、第

６副堤及び第７副堤の新設などを実施した。この時、松尾砂防堰堤と有峰第１砂防堰堤も災害復旧と大規模な補強対策を実施

した。また、資材運搬のため白岩砂防堰堤の左岸側にインクライ

ンを設置した。 
３．抜本的な補強対策計画の検討経緯 

 白岩砂防堰堤は竣工後 60 年以上経過していることから、これ
までの補修・補強対策を踏まえた本格的な老朽化対策が検討され

た。白岩砂防堰堤の抜本的な補強対策計画の検討経緯を図１に示

す。 
平成４年度に基本方針が策定され、平成６年に右岸岩盤の一部が

約1,700m2崩落し、水通し断面を圧迫したことを契機に実施方針

の検討が進められ、平成８年度に「白岩砂防ダム保存対策委員会」

で対策方針と右岸部、左岸部、中央部の施工優先順位を策定した。 
平成 10 年度に右岸岩盤補強対策工事を開始、右岸岩盤の横方
向に２つのトンネルを掘削して、トンネルの内側から岩盤方向に

アンカーを打設するものであり、平成17年度に竣工した。 
引き続き平成 18 年度より、左岸部補強対策工事を開始し、平
成19～21度まで３ヵ年国債による工事を進めている。 
４．白岩砂防堰堤の保存管理の課題 

4.1 現役の防災施設の重要文化財指定の可否 

これまで現役の防災施設が国重要文化財に指定された事例はな

い。先述のように度重なる土砂災害により補修・補強を繰り返し

てきた経緯がある。また、直轄砂防事業の開始以前には、県営時

代には築造した砂防堰堤が一夜にして２度も破壊されており、現

在でも砂防堰堤としての機能が失われてしまう可能性がある。 
4.2 重要文化財指定に伴う保存管理計画の策定 

白岩砂防堰堤が国重要文化財に指定された場合、同堰堤の補

修・補強対策等を行うにあたり、様々な制約条件が想定されるた

め、同堰堤の維持管理への影響が懸念されている。そのため、施

設管理者はこれらの対応を記載した「保存管理計画」を策定し、

施設と文化財との両立を図る。 
4.3 現在施工中の左岸部対策補強工事が重要文化財としての文化

財的価値に及ぼす影響 

 平成 19 年度富山県により白岩砂防堰堤の文化的価値の評価を目
的として、砂防・土木及び文化財の専門家による専門家会議が開催

され、12月行われた最終会議において、次の事項が確認された。 
① 白岩砂防堰堤は重要文化財として評価できる価値を有する。 
② 特に左岸部方格枠については類例がなく、貴重なものである可
能性が高いことから早急に保護すべきである。 
③ 現在実施されている左岸部補強対策工事は、文化財としての価
値に影響を及ぼす可能性があることから各分野の専門家により

検討すべきである。 
５．今後の取り組みについて 

 現在施工中の左岸部補強対策工事については、専門家会議の確認

事項を受け、砂防及び斜面対策の専門家、文化財の専門家から構成

されるアドバイザー会議を開催し、文化財としての視点から補強対策工事の影響の有無について検討を行った。 
白岩砂防堰堤の防災上の役割を保持するためには、経年劣化等に対する維持・管理が必要不可欠であり、また被災した場合

の緊急復旧対策や、周辺の地形等が変化するなど大規模な周辺状況の変化により従来と同じ工法が使えない場合がある。防災

施設としての機能の保持と文化財としての保存管理の両立を図るため、保存・保全すべきこと；具体的には部分、部位及びそ

れらの材料、形状、材質、色彩、意匠についてその方法を検討していく必要がある。そして、保存・管理に加え、さらに環境

保全、防災、（重要文化財としての）活用についても検討が必要である。 
【参考文献】立山砂防工事誌Ⅰ～Ⅴ、立山砂防工事事務所 

図１ 白岩砂防堰堤の補強対策検討フロー 

 昭和 63 年～平成４年度 【白岩砂防ダム補強対策検討会】 

●昭和 63 年に設置、基本方針が提案された平成４年度までに

７回開催 

＜基本方針＞ 

① 原形を極力残す 

② 補強にあたっては、現行の技術基準に適合させる。 

③ 周辺山腹の保全対策を行う。 

④ 段階的に効果が発揮されるよう対策を実施する。 

平成５～６年度 【水理模型実験委員会】 

●「白岩砂防ダム補強対策検討会」による基本方針を受けて設

置 

●現況の砂防施設及び補強対策工案（平成４年検討案）におけ

る流下能力の検討 

●白岩砂防えん堤の水理的に望ましい補強対策（案）について

検討 

平成７～８年度 【白岩砂防ダム保存対策委員会】 

●学識経験者、技術協力者による委員会を設置 

●白岩砂防ダム補強対策について技術的な検討 

●この委員会で検討した対策方針（保存対策工）に基づき、平

成９年度より地質調査と基本設計等の対策 

●平成４年度の基本方針を踏まえた補強対策及び景観対策に

ついて検討 

●対策の検討にあたり、①ダム本体（Ａゾーン）、②左岸盛土

部（Ｂゾーン）、③右岸山腹（Ｃゾーン）にエリアを区分 

●対策方針（保存対策工）及び施工優先順位について整理 

平成９～17 年度 【右岸部対策の実施】 

●平成９年度：右岸斜面の地質調査及び概略設計 

●平成 10 年度：白岩砂防堰堤岩盤補強対策工事をデザイン・

ビルド方式で発注 

●平成 17 年 10 月完成 

平成 18～22 年度 【左岸部対策の実施】 

●平成９～13 年度：地下水調査、漏水調査、地質調査を実施

し、盛土部安定計算及び対策工法案を検討 

●白岩砂防堰堤左岸盛土部対策検討委員会（平成 14～16 年度）

により、対策工法の基本設計等を実施 

●平成 17 年度：詳細設計実施 

●平成 18 年度：工事着手 

① 方格枠盛土部（鉄筋挿入工、押え盛土工、集水井） 

② 導流工（押え盛土工、護岸工） 

平成 22 年度以降 【中央部対策の実施】 

●平成 19～21 年度：現地調査及び対策工案の設計 

●平成 22 年度：工事着手予定 

① 第１副堤の上流側腹付工 

② 第２副堤の天端切り下げ 

③ やせ尾根部の岩盤固定 

図２ 白岩砂防堰堤左岸部横断図
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